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・
理
事
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あ
い
さ
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Ｐ
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・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　
　
　
　

「
さ
く
ら
っ
こ
」

Ｐ
３　

・
令
和
二
年
度
決
算
報
告

Ｐ
４　

・
令
和
二
年
度
事
業
報
告
概
況

　
　
　

・
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
職
員
紹
介

Ｐ
５　

・
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
就
労
継
続
支
援
Ｂ

　
　
　
　

型
事
業
に
つ
い
て

Ｐ
６　

・
老
人
専
用
マ
ン
シ
ョ
ン
入
居
者
募
集

　
　
　

・
表
彰

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
当
事

業
団
の
運
営
に
対
し
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り

ま
し
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
六
月
二
十
五
日
の
当
事
業
団
理
事
会
に
お
い
て
、
理
事
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
関
根
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
皆
様
方
に
初
め
て
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
心
誠
意
務
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
当
事
業
団
は
県
が
設
置
し
た
福
祉
施
設
の
受
託
運
営
を
目
的
に
昭

和
三
十
九
年
に
設
立
さ
れ
、
以
降
、
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

対
応
し
な
が
ら
、
障
が
い
児
者
、
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
多
岐
に
わ
た
る
福

祉
事
業
を
推
進
し
て
き
て
お
り
、
既
に
半
世
紀
を
超
え
る
歴
史
を
刻
ん
で
お

り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
昨
年
度
か
ら
は
秋
田
県
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
を

県
か
ら
受
託
し
、
関
係
者
の
御
協
力
を
得
な
が
ら
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
々

等
の
相
談
支
援
、
情
報
取
得
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
拠
点
と

し
て
、
ど
な
た
に
も
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
セ
ン
タ
ー
運
営
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
に
設
置
し
た
強
度
行
動
障
が
い
専
用
棟
に

お
い
て
は
、
障
が
い
特
性
の
十
分
な
理
解
に
基
づ
く
適
切
な
支
援
を
研
究
実

践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
強
度
行
動
障
が
い
の
低
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
当
事
業
団
の
利
用
者
の
皆
様
は
、
高
齢
化
に
加
え
障
が
い
の
重

度
化
も
あ
り
、
そ
の
変
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
柔
軟
な
対
応
と
、
そ
れ
を
可
能

に
す
る
人
材
確
保
や
施
設
整
備
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
事
業
団
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
安
心
と
豊
か
な
生

活
（
く
ら
し
）
を
ま
ご
こ
ろ
で
」
を
念
頭
に
、
社
会

情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
課
せ
ら
れ
た
使
命
に

つ
い
て
絶
え
ず
検
証
し
、
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
真

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
利
用
者

の
皆
様
が
地
域
社
会
で
豊
か
さ
を
実
感
し
つ
つ
、
安

心
・
安
全
で
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

が
見
通
せ
な
い
中
、
こ
れ
ま
で
当
事
業
団
に
お
い
て

も
可
能
な
限
り
の
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
間
、
利
用
者
の
御
家
族
や
関
係
者
の
皆

様
に
は
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
御
協
力
に
改
め
て
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
逐
次
感
染
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

各
施
設
の
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
な
お

一
層
の
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人 

秋
田
県
社
会
福
祉
事
業
団

理
事
長　

関　

根　

浩　

一

理
事
長
あ
い
さ
つ
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阿
桜
園
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
さ
く
ら
っ
こ
」
が
令
和
三
年
八
月
よ
り
移
転
開
所
し
ま
し
た
。
移
転
先
は
、
横
手
駅
か

ら
車
で
五
分
、
平
鹿
総
合
病
院
の
近
く
で
す
。
近
隣
に
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
あ
り
ま
す
。
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
さ
く
ら
っ
こ
ち
ゃ
ん
」
の
看
板
が
目
印
で
す
。

　
さ
く
ら
っ
こ
に
は
、
現
在
十
三
名
の
方
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
小
学
四
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
利
用
し
て
お
り
、

毎
日
、
元
気
な
声
が
響
い
て
い
ま
す
。
創
作
活
動
や
ダ
ン
ス
、
季
節
の
行
事
等
も
取
り
入
れ
な
が
ら
一
人
ひ
と
り
の
発
達
に
合
わ
せ
た

支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
外
出
等
が
難
し
い
現
状
で
す
が
、
今
後
も
感
染
症
予
防
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め

る
活
動
を
工
夫
し
て
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
資
源
を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
成
長
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
卒
業
後
の
生
活
に
向
け
て
、
保
護
者
の
方
々

や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

施

設

紹

介

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
さ
く
ら
っ
こ
」

「
さ
く
ら
っ
こ
」
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貸　借　対　照　表
令和３年３月３１日現在

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

当年度末 前年度末 増　減 当年度末 前年度末 増　減

流動資産 1,701,859,917 1,610,527,742 91,332,175
流動負債 390,387,790 342,376,751 48,011,039

固定負債 626,686,328 622,127,898 4,558,430

固定資産 6,096,926,138 5,856,753,481 240,172,657
負債の部合計 1,017,074,118 964,504,649 52,569,469

純　資　産　の　部

基本財産 2,585,104,307 2,694,528,198 △ 109,423,891

基本金 10,000,000 10,000,000 0

国庫補助金等特別積立金 1,470,693,487 1,530,006,514 △ 59,313,027

その他の積立金 2,638,859,575 2,305,382,933 333,476,642

その他の固定資産 3,511,821,831 3,162,225,283 349,596,548

次期繰越活動収支差額 2,662,158,875 2,657,387,127 4,771,748

（内当期活動収支差額） (338,248,390) (332,570,960) 5,677,430

純資産の部合計 6,781,711,937 6,502,776,574 278,935,363

資産の部合計 7,798,786,055 7,467,281,223 331,504,832 負債及び純資産の部合計 7,798,786,055 7,467,281,223 331,504,832

事業活動計算書
（自）　令和２年４月１日　（至）　令和３年３月３１日

（単位：円）

勘　定　科　目 決　　算

サービス活動増減の部

サービス活動収益計 4,871,566,331

サービス活動費用計 4,541,703,258

サービス活動増減差額 329,863,073

サービス活動外増減の部

サービス活動外収益計 9,656,541

サービス活動外費用計 8,960

サービス活動外増減差額 9,647,581

経常増減差額 339,510,654

特別増減の部

特別収益計 57,864,370

特別費用計 57,930,534

特別増減差額 △ 66,164

税引前当期活動増減差額 339,444,490

法人税、住民税及び事業税 1,196,100

法人税等調整額 0

当期活動増減差額 338,248,390

繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額 2,657,387,127

当期末繰越活動増減差額 2,995,635,517

基本金取崩額 0

その他の積立金取崩額 41,865,354

その他の積立金積立額 375,341,996

次期繰越活動増減差額 2,662,158,875

資金収支計算書
（自）　令和２年４月１日　（至）　令和３年３月３１日

（単位：円）

勘　定　科　目 決　　算

事業活動による収支

事業活動収入計 4,881,146,867

事業活動支出計 4,476,629,643

事業活動資金収支差額 404,517,224

施設整備等による収支

施設整備等収入計 58,205,370

施設整備等支出計 79,765,192

施設整備等資金収支差額 △ 21,559,822

その他の活動による収支

その他の活動収入計 79,228,048

その他の活動支出計 423,289,864

その他の活動資金収支差額 △ 344,061,816

予備費支出

当期資金収支差額合計 38,895,586

前期末支払資金残高 1,394,375,748

当期末支払資金残高 1,433,271,334

（単位：円）

　事業報告・決算の詳細については、当事

業団ホームページの「事業報告・決算」ボ

タンからアクセスしていただくとご覧にな

ることができます。

令和２年度　決　算　報　告
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（
一
）
県
有
施
設
等
の
経
営

　
　

 

秋
田
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
等
三
施
設
は
秋
田
県
か
ら
無
償
借
受
を
継
続
、
令
和
二
年
度
よ
り
新
た

に
受
託
し
た
秋
田
県
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
積
極
的
な
相
談
支
援
や
情
報
提
供

及
び
セ
ン
タ
ー
内
の
環
境
整
備
に
努
め
ま
し
た
。

（
二
）
自
主
設
置
施
設
の
経
営

　
　

 

秋
田
県
か
ら
譲
り
受
け
た
高
清
水
園
、
阿
桜
園
等
三
施
設
及
び
自
主
設
置
し
た
由
利
本
荘
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
ほ
か
、
開
所
二
年
目
の
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
御
所
野
で
は
、
収
支
状
況
が
安

定
し
、
堅
調
な
事
業
運
営
と
な
り
ま
し
た
。

（
三
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底

　
　

 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
規
程
を
整
備
し
、
相
談
窓
口
と
な
る
相
談
・
苦
情
処
理
委
員
の
設
置
や

相
談
受
付
の
多
様
化
な
ど
の
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

（
四
）
権
利
擁
護
の
徹
底

　
　

 

各
施
設
の
虐
待
防
止
委
員
会
の
機
能
強
化
、
全
職
員
を
対
象
と
し
た
自
己
点
検
結
果
の
改
善
、
人
権
意

識
を
高
め
る
研
修
の
充
実
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
虐
待
防
止
責
任
者
会
議
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
内
部
監
査
体
制
を
見
直
す
な
ど
虐
待
防
止
の
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
五
）
相
談
支
援
体
制
等
の
充
実

　
　

 

情
報
交
換
や
講
師
を
招
い
て
の
研
修
を
実
施
し
、
相
談
支
援
専
門
員
の
専
門
性
の
向
上
を
目
指
し
ま
し

た
。
ま
た
、
他
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
複
合
的
ケ
ー
ス
に
も
対
応
で
き
る
相
談
支
援
体
制
等
の
強
化
に
努

め
ま
し
た
。

（
六
）
正
規
職
員
採
用

　
　

 

令
和
三
年
四
月
一
日
付
で
福
祉
職
八
名
、
栄
養
士
一
名
を
採
用
、
令
和
三
年
五
月
一
日
付
で
技
師
一
名
、

令
和
三
年
六
月
一
日
付
で
医
師
一
名
を
中
途
採
用
し
ま
し
た
。

（
七
）
契
約
職
員
の
待
遇
改
善

　
　

 

入
所
施
設
の
支
援
員
の
確
保
と
職
場
定
着
を
図
る
た
め
、
国
の
特
定
処
遇
改
善
加
算
を
活
用
し
、
夜
間

勤
務
を
行
う
職
員
を
重
視
し
た
賞
与
の
引
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

（
八
）
専
門
性
を
高
め
る
職
員
研
修

　
　

 

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
支
援
内
容
、
行
動
特
性
に
配
慮
し
た
支
援
計
画
に
つ
い
て
施
設
担
当
者
間

で
検
討
し
、
さ
ら
な
る
資
質
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

（
九
）
強
度
行
動
障
が
い
支
援
等
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
　

 

県
か
ら
受
託
し
た
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
や
虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
研
修
を
実
施
し
、
広
く

県
民
の
障
が
い
福
祉
の
理
解
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
事
業
団
独
自
に
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
・
助
言
を
受
け
な
が

ら
障
が
い
特
性
の
理
解
や
援
助
技
術
等
の
習
得
に
努
め
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
　

令
和
二
年
度
　
事

業

報

告

概

況

事

業

報

告

概

況

心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
職
員
紹
介

　
　
　

秋
田
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
診
療
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
長　

泉　

山　

真　

史

　

ち
ょ
う
ど
二
十
年
前
に
外
科
研
修
医
と
し
て
過
ご
し
た
当
地
に
奉

職
す
る
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
利
用
者
の
方
々
に
新
た
な
こ
と

を
教
え
ら
れ
る
毎
日
を
支
え
て
く
れ
る
の
は
、
有
能
な
ス
タ
ッ
フ
と

当
地
出
身
の
妻
、
そ
し
て
地
産
の
山
海
美
味
で
す
（
特
に
液
体
）。

　
　
　

秋
田
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

管
理
課　

技
師　

柴　

田　
　
　

敬

　

こ
の
度
保
守
担
当
と
し
て
採
用
と
な
り
ま
し
た
。
施
設
管
理
の
仕

事
に
就
く
の
は
初
め
て
で
す
が
、
様
々
な
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
技
術
を
学
び
、
利
用
者
の
皆
様
が
安
全
・
安
心
に
生
活
が
出
来
る

よ
う
な
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



（ 5 ） 令和３年１１月１日ふ　き　の　と　う

心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
に
つ
い
て

心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
に
つ
い
て

　

秋
田
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事

業
で
は
、
企
業
や
公
共
機
関
等
か
ら
不
要
に
な
っ
た
パ
ソ

コ
ン
等
の
小
型
家
電
を
引
受
け
、
解
体
分
別
し
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
「
基
板
事
業
」
を
十
一
名
の
利
用
者
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
二
十
三
年
に
新
潟
県
の
障
害
者
施

設
で
始
ま
っ
た
小
型
家
電
の
解
体
事
業
で
す
が
、
今
で
は

全
国
五
十
四
事
業
所
の
障
害
施
設
が
加
入
す
る
ま
で
に
な

り
、
平
成
二
十
八
年
に
は
協
議
・
情
報
交
換
の
場
と
し

て
、「
日
本
基
板
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
設
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ニ
ー
は
平
成
三
十
一
年
四
月
に
県
内
の
事
業
所

と
し
て
は
初
め
て
加
入
。
事
業
開
始
時
は
一
〇
〇
社
以
上

の
企
業
等
を
訪
問
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
現
在
で
は

約
四
十
二
社
と
取
引
が
あ
り
、
年
間
二
千
台
を
処
理
す
る

ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

　

作
業
内
容
は
、
小
型
家
電
の
提
供
企
業
ま
で
利
用
者
と

一
緒
に
回
収
に
向
か
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
回
収

後
は
解
体
作
業
で
す
。
作
業
の
全
工
程
を
一
人
で
行
う
こ

と
も
で
き
ま
す
が
、
利
用
者
の
能
力
や
特
性
に
配
慮
し
、

シ
ー
ル
等
剥
離
、
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
や
工
具
を
使
用
し
て

の
部
品
の
取
り
出
し
等
、
様
々
な
作
業
を
細
分
化
し
、
一

人
一
人
の
利
用
者
が
仕
事
に
自
信
と
喜
び
を
も
っ
て
取
り

組
め
る
よ
う
工
夫
に
努
め
て
い
ま
す
。
他
の
作
業
で
は
休

み
が
ち
な
方
が
持
続
し
て
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、

や
り
が
い
を
持
っ
て
毎
日
出
勤
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
一
番
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
が
、
取
引
先

の
重
要
な
情
報
の
漏
洩
で
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
「
出
張

解
体
」
を
行
い
、
利
用
者
と
共
に
取
引
先
を
訪
問
し
、
そ

の
場
で
記
憶
媒
体
（
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
等
）
を
物
理
的

に
破
壊
し
て
か
ら
回
収
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
が
転
売
さ
れ
企
業
や
自
治
体
の
機
密
情

報
が
流
出
し
た
事
件
が
相
次
い
で
以
降
、
安
全
安
心
な
出

張
解
体
の
対
応
の
依
頼
が
増
え
て
お
り
、
高
評
価
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
多
く
の
方
が
賛
同
し
信
頼
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
不
要
な
パ

ソ
コ
ン
や
小
型
家
電
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
、
今
後
も
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

秋
田
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
「
開
工
房
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
８
４
―
３
３
―
４
５
２
７

Ｆ
Ａ
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０
１
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４
―
３
３
―
２
０
４
４



（ 6 ）令和３年１１月１日 ふ　き　の　と　う

○
全
国
社
会
福
祉
事
業
団
協
議
会
会
長
表
彰

　（
永
年
勤
続
功
労
）

　
　

秋
田
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー

　
　
　
　
　
　

支
援
係
長　
　

蓬　

田　

博　

之

　
　
　
　
　
　

主　
　

査　
　

菅　

原　
　
　

亘

　
　
　
　
　
　

主　
　

査　
　

伊　

藤　

真　

弓

　
　

や
ま
ば
と
園

　
　
　
　
　
　

主　
　

査　
　

佐　

藤　

泰　

昭

　
　
　
　
　
　

主　
　

任　
　

山　

方　

由
樹
雄

　
　

由
利
本
荘
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

主　
　

査　
　

菅　

原　
　
　

悠

○
秋
田
県
知
事
表
彰
（
社
会
福
祉
功
労
者
）

　
　

秋
田
県
中
央
地
区
老
人
福
祉
総
合
エ
リ
ア

　
　
　
　
　
　

課　
　

長　
　

髙　

橋　
　
　

徹

　
　
　
　
　
　

主　
　

査　
　

畠　

山　

音　

子

　
　

高

清

水

園

　
　
　
　
　
　

管
理
係
長　
　

織　

山　

茂　

樹

　
　
　
　
　
　

支
援
係
長　
　

佐　

藤　
　
　

誠

　
　
　
　
　
　

上
席
看
護
師　

大　

場　

祐　

子

　
　

秋
田
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー

　
　
　
　
　
　

課　
　

長　
　

髙　

橋　

孝　

幸

　
　
　
　
　
　

主　
　

査　
　

齋　

藤　

純　

一

　
　

秋
田
県
南
部
老
人
福
祉
総
合
エ
リ
ア

　
　
　
　
　
　

支
援
係
長　
　

三　

浦　

志　

子

○
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　（
社
会
福
祉
功
労
者
）

　
　

秋
田
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー

　
　
　
　
　
　

支
援
係
長　
　

蓬　

田　

博　

之

　
　
　
　
　
　

主　
　

査　
　

菅　

原　
　
　

亘

　
　

や
ま
ば
と
園

　
　
　
　
　
　

主　
　

査　
　

佐　

藤　

泰　

昭

　
　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
　
表
　
　
彰
　
☆

　

平
成
三
年
に
開
設
し
た
秋
田
県
南
部
老
人
福
祉
総
合
エ

リ
ア
老
人
専
用
マ
ン
シ
ョ
ン
も
今
年
度
で
三
十
年
と
な
り

ま
す
。
開
設
当
初
は
健
康
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
運

営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
七
年
度
よ
り
住
宅

型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
へ
移
行
、
平
成
三
十
年
度
に
は
二
階

居
室
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
介
助
を
受

け
な
が
ら
入
浴
で
き
る
浴
室 
「
ぬ
く
も
り
の
湯｣

と
特
殊

浴
槽
「
ほ
っ
こ
り
の
湯｣

が
完
成
し
、
介
護
が
必
要
な
方

で
も
在
宅
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
な
が
ら
安
心
し
て

生
活
が
で
き
る
施
設
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
お
り
ま
す
。

季
節
折
々
に
応
じ
た
食
事
の
提
供
や
行
事
等
、
ゆ
と
り
あ

る
生
活
空
間
で
、
落
ち
着
い
た
日
常
生
活
を
過
ご
す
事
が

で
き
ま
す
。
ま
た
エ
リ
ア
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
浴
場
や
屋
内
温
水
プ
ー
ル
も
無
料
で
利
用
で
き
、
健
康

づ
く
り
、介
護
予
防
に
も
最
適
な
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

生
活
相
談
員
、
看
護
師
、
栄
養
士
を
配
置
し
て
お
り
、

様
々
な
御
相
談
を
承
り
な
が
ら
、
ゆ
と
り
あ
る
環
境
で
、

自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
の
お
手
伝
い
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
リ
ア
内
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
や
訪
問
介

護
事
業
所
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

「
ま
ん
ず
、
来
て
た
ん
せ
ぇ
。」（
是
非
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。） 老

人
専
用
マ
ン
シ
ョ
ン
入
居
者
募
集

ぬくもりの湯（個浴室）ぬくもりの湯（個浴室） ほっこりの湯（特殊浴槽）ほっこりの湯（特殊浴槽）

＜屋内温水プール＞＜屋内温水プール＞

＜大浴場＞＜大浴場＞


